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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

鉄系合金の不働態皮膜を観察・分析して知見を得る。

実験
Experimental

①鉄クロム系合金のアノード動電位および定電位分極を行い、分極時の活性態が不
動態皮膜に与える影響を調べた。�鉄クロム系合金のアノード動電位および定電位
分極を行い、分極時の活性態が不動態皮膜に与える影響を調べた。分極後の試料表
面に形成した不動態皮膜に対してAES深さ分析およびEBSDの面方位解析を行い、
不動態皮膜の組成および厚さの面方位依存性を測定した。

結果と考察
Results and Discussion

①不働態皮膜が形成する前段階には材料表面に２層構造の酸化生成物が濃縮し、外
層がFe硫酸化物、内層がFeとCrの酸化物あるいは水酸化物であることが示された。
また不働態皮膜の形成に伴い外層のFe硫酸化物は消失し、内層のCr生成物が濃縮す
ることで不働態皮膜の外層を形作ることが明らかとなった。�活性態を経た分極に
より素地金属の結晶粒面方位に依存して不動態皮膜の組成および厚さに違いが存在
することが明らかになった。
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